
 

 

 

１０年前の書きぶり（４次長計）  ５次長計 

構想レベルの課題 構想レベルの方針 方針に基づく基本事業（参考）  基礎調査等から抽出した課題などを書き出しています 今の課題、方向性に対するキーワードは 

① 急速な高齢化や平均寿命

の伸長、食生活の乱れ、

不規則な生活の広がりな

どを背景として、国民全

体の疾病構造の中心は、

感染症から生活習慣病へ

と大きく変化していま

す。 

 

② 市民一人ひとりが日頃か

ら、自らの健康は自らで

守るという意識を持ち、

主体的に健康づくりに取

り組むことが大切です。 

 

③ 市民の健康を支えるため

の正しい情報の提供や、

地域で支えあって生活習

慣を改善していく仕組み

づくりが必要です。 

 

④ すでに迎えた超高齢社会

において、保健、医療、

福祉の連携により、生涯

を通じ、健やかで安定し

た生活が求められます。 

・だれもが住み慣れた地域で元気

に生きがいを持って生活が続け

られるよう、民間福祉機関や団

体、地域などとの協働により、地

域福祉の基盤づくりを進めると

ともに、社会参加と交流の促進を

図ります。 

 

・介護予防サービスの充実を図る

ことはもとより、支援を必要とし

ている人やその家族の安心を支

えるための多様な支援が行われ

るよう、地域包括ケアの充実を図

ります。 

 

□地域福祉基盤の育成・強化 

・様々な生活課題への対応、地

域福祉の推進 

・ボランティアや自治会活動、

地域交流などの活性化 

・地域福祉コーディネーターの

配置や市民との協働 

・民生・児童委員の担い手の確

保、活動の充実に向けた取組の

推進 

 

□交流の場と安全の確保 

・高齢者のための地域のネット

ワークづくり、地域づくりの推

進 

・高齢者が社会活動や地域活動

に参加できる仕組みづくり 

・地域全体で高齢者や要援護者

を支える体制の推進 

 

□自立生活への支援 

・地域包括ケアシステムの充実 

・総合的な介護予防システムの

充実 

・多様なサービスの提供体制づ

くりの推進 

 

□介護保険制度の運営 

・介護保険制度の安定的な運営

とサービスの質の向上、介護保

険サービスの充実 

・利用者負担の見直し、事業者

の誘導 

・介護予防事業への参加の促

進、介護予防意識を高める環境

づくり 

 【施策の評価・検証より】 

・ 存在の民生・児童委員の欠員が定数の 3割程度となり、地域福祉基盤の育成、強化に

向けての課題となっている。 

・ 地域での身近な相談支援や関係機関とのネットワークづくりなど、地域を「つなぐ」

役割を果たす仕組みとしての地域福祉コーディネーター配置事業を行っており、地域

の「つながり」と「支え」を進めて行くことが課題である。 

・ 高齢化率が 28％を超え、稼働年齢層を中心とする世代が高齢者世代を支えるという従

来のスタイルの維持が困難となっている。 

・ 高齢者同士の支え合いや次世代育成にもつながる世代間交流による支え合いが求めら

れる。 

・ 高齢者自らが社会参加の機会を増やしていく仕組みづくりが必要となる。 

・ ひとり暮らしの高齢者や、要介護・要支援認定者の増加に伴い、住まい、介護予防、

生活支援などを一体的に提供する、「地域包括ケアシステム」を深化していくことが課

題となっている。 

・ 住民主体の地域の支えいなどの円滑な実施が課題となっている。 

・ 要介護（要支援）認定者数は前年度比 5.3％増、保険給付費は前年度比 5.1％増となっ

ている。 

・ 給付費は計画の範囲内であるが、引き続き、給付費の適正化などの取り組みが求めら

れる。 

【基礎調査データより】 

・ 介護保険の要支援及び要介護認定者の総数の推移は、平成 24 年度以降、増加傾向に

ある。 

・ 特別養護老人ホーム整備率は、26市の中でも高い。 

【市民・団体アンケートより】 

・ 本施策に市民の 15.0%が満足、27.0％が満足していない。 

・ 本施策を 73.6％の市民が重要と考えている。 

・ 市民が考える優先すべき取組みとして、「介護保険サービスの充実」、「見守りや災害時

の支援」、「高齢者自身の社会活動促進」、「地域包括支援センターの充実」の順で高く

なっている。 

 

 

■地域福祉基盤の育成・強化では、 

■交流の場と安全の確保では、 

■自立生活への支援では、 

■介護保険制度の運営では、 

■このテーマに欠けている視点は、 

 

基本構想検討シート 

テーマ：健康で幸せにすごせるまち ～高齢者福祉の推進～ 
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ご意見を準備していただくた

めのメモ欄です 

資料２－１ 


